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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 4,925 30.3 542 279.5 538 282.6 367 263.4

2023年３月期第３四半期 3,778 49.2 142 △38.9 140 △36.1 101 △45.9

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 122.76 115.21

2023年３月期第３四半期 34.44 31.87

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 3,531 1,910 54.1

2023年３月期 2,881 1,530 53.1

（参考）自己資本 2024年３月期第３四半期 1,910百万円 2023年３月期 1,530百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年３月期 － 0.00 －

2024年３月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,839 28.9 668 158.9 661 159.3 449 101.8 149.98

１．2024年３月期第３四半期の業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期３Ｑ 3,005,520株 2023年３月期 2,976,560株

②  期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 84株 2023年３月期 37株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 2,993,906株 2023年３月期３Ｑ 2,936,343株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社は、コーポレートビジョンである「あるべき未来をクラウドでカタチにする」のもと、クラウド先端テクノロジー

とデザインで企業のデジタルトランスフォーメーション（DX）を支援するマルチクラウド・インテグレーターです。

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、経済活動の回復が進展しつつある一方で、物価上昇、海外経済の減速

懸念等、先行き不透明感が継続しております。

　当社が属するDX市場に関して、DXには様々定義がありますが、日本経済団体連合会によれば、単純な改善や自動化、効

率化をもってDXとは言い難く、社会の根本的な変化に対して、新たな価値を創出するための改革がDXと定義されておりま

す（出典：日本経済団体連合会「Digital Transformation(DX)」2020年５月19日）。コスト削減を目的とした、紙からデ

ジタルへの置き換えといった社内のアナログな業務やデータをデジタル化する「守りのDX」から、収益や顧客エンゲージ

メントの向上を目的とした、新しい顧客体験を創出する「攻めのDX」にシフトすることが求められています。「攻めの

DX」のステップとして、顧客接点の変革、サービス商品の変革、最後にビジネスモデルの変革となり、達成難度も高く、

これを実現すると企業の高い競争力が獲得でき、この「攻めのDX」こそがDXの本質と言えます。

　日本企業において、ビジネス変革等の「攻めのDX」の必要性を強く感じる割合が約９割となりますが、その背景にはデ

ジタル技術の普及による自社の優位性や競争力が低下することの懸念があります（出典：独立行政法人情報処理推進機構

(IPA)「デジタル・トランスフォーメーション推進人材の機能と役割のあり方に関する調査(2019年５月17日)」）。一方

で、DXが成功した企業の割合はわずか6.6％（出典：アビームコンサルティング株式会社「日本企業にとってのDXの本質

（2020年度）」）であり、DX推進の上位課題に「デジタル人材・スキルの不足」といった人や組織の課題（出典：総務省

「令和３年版情報通信白書（2021年７月30日）」）が挙げられております。

　さらに、新型コロナウイルス感染症の流行拡大の影響により、各企業においてはリモートコミュニケーションを含めた

業務のオンラインへのサービス転換や柔軟な労働環境への急速なシフト等の取り組みが加速しており、DXは喫緊の経営課

題となっております。

　このような環境下、国内DX市場の規模は、2021年度の2兆3,174億円から2030年度には6兆5,195億円に拡大すると予測さ

れております（出典：株式会社富士キメラ総研「2023 デジタルトランスフォーメーション市場の将来展望」）。また、

DX実現を支える国内パブリッククラウドサービス市場は2022年～2027年にかけて16.8％の年平均成率で推移し、2027年の

市場規模は2022年比2.2倍の4兆9,278億円になることが予測されております（出典：IDCJapan株式会社「国内パブリック

クラウドサービス市場予測、2023年～2027年」）。

　当社においては、「クラウドインテグレーションサービス」及び「Cariotサービス」の２つのサービスについて事業運

営を行ってまいりました。なお、当社の事業はクラウドソリューション事業の単一セグメントであるため、セグメントご

との記載は省略しております。

（クラウドインテグレーションサービス）

　当第３四半期累計期間において、既存顧客に加え、当期に獲得した顧客の取引拡大に注力した結果、過去最高の業績と

なりました。大手企業（注１）の「四半期契約顧客数（注２）」は41社（前年同期は34社。前四半期は43社）となり、大

手企業の「顧客当たりの四半期平均売上高（ＡＲＰＡ）（注３）」については39.2百万円（前年同期は35.5百万円。前四

半期は31.8百万円）となりました。

　取り組みとしては、従来からの強みであるIoT/MobilityやAIのサービスづくり、法人向けECサービス(B2B)やリアル店

舗と連携するECサービス(B2C)、顧客とつながるコミュニティサービス、API（注４）連携及びID統合のプラットフォーム

構築による顧客体験の向上といった「攻めのDX」を支援しました。

　引き続き、大手企業の主力事業領域におけるSalesforceプラットフォームを採用したマルチクラウド案件や取り組みを

強化している官公庁・公共領域の案件が業績貢献しました。

　強みの一つであるAPI連携プラットフォームのMuleSoft導入支援については、既存顧客から追加で大口の引き合いが発

生し、取引規模の更なる拡大を実現しました。

　新たに注力しているID認証プラットフォームの導入支援においては、既存顧客の継続開発が伸長しています。引き合い

多数のなか、新規受注も継続して獲得しています。

　クラウドエンジニア等の専門職従業員数（注５）は、2023年12月末時点で258人（前年同期は174人、前四半期は244

人）となり、期初計画を達成しました。採用人数の積み増しを目指し、引き続き注力してまいります。

注

１. 大手企業：日経225、日経400、日経500のいずれかに採用されている企業、または当該企業のグループ企業や当該企

業に準ずる売上（1,000億円以上）規模の企業

２. 四半期契約顧客数：再販案件を除いた四半期会計期間における契約顧客数。再販案件とは当社が仕入れたライセンス

を顧客に再販売するリセールにあたり、当社においては金額が僅少なため、当該顧客は除く

３. 顧客当たりの四半期平均売上高（ＡＲＰＡ）：Average Revenue per Accountの略（顧客当たりの平均売上高）で、
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再販案件を除いた顧客当たりの四半期平均売上高。再販案件を除いた四半期売上高÷四半期契約顧客数により算出

４. API：Application Programming Interfaceの略でソフトウエア同士が互いに情報をやりとりするのに使用するインタ

フェース仕様

５. クラウドエンジニア等の専門職従業員：事務職を除いたクラウドインテグレーションサービス部門のエンジニア、マ

ネージャー等の専門職

（Cariotサービス）

　当第３四半期累計期間において、「クルマと企業をつなぐドライバー働き方改革クラウド」のサービスコンセプトのも

と、製品競争力を引き続き向上させました。具体的には、白ナンバー車両のアルコールチェック義務化に伴いアルコール

チェックのBluetooth連携機能を実装、また車両のリアルタイム情報管理機能及びモバイルの運転報告機能のユーザビリ

ティを向上させました。マーケティング及び営業活動においては、主なターゲット顧客である中小企業に加え、大手企業

の顧客にも対象を広げた結果、契約数は339件と過去最高を更新し、ARPAは上昇しました。引き続き、競争優位性が生か

せる領域へ注力しながら着実な事業展開を図っていきます。

　上記により、当第３四半期累計期間における当社の経営成績は、売上高4,925,074千円（前年同期比30.3％増）、売上

総利益2,103,759千円（前年同期比46.1％増）、営業利益542,602千円（前年同期比279.5％増）、経常利益538,507千円

（前年同期比282.6％増）、四半期純利益367,530千円（前年同期比263.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期会計期間末における財政状態は、総資産3,531,836千円（前事業年度末比22.6％増）、負債合計は

1,621,471千円（前事業年度末比20.0％増）、純資産合計は1,910,365千円（前事業年度末比24.8％増）となりました。

（流動資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より613,926千円増加し、3,191,143千円となりました。こ

れは主に、現金及び預金が285,992千円増加したこと、また売掛金及び契約資産が306,239千円増加したこと等によるもの

であります。

（固定資産）

　当第３四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末より36,407千円増加し、340,693千円となりました。これ

は主に、有形固定資産が39,303千円増加した一方で無形固定資産が2,138千円減少したこと等によるものであります。

（流動負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末より318,550千円増加し、1,087,226千円となりました。こ

れは主に、未払消費税等が110,246千円増加したこと、未払法人税等が135,680千円増加したこと等によるものでありま

す。

（固定負債）

　当第３四半期会計期間末における固定負債は、前事業年度末より48,285千円減少し、534,245千円となりました。これ

は長期借入金を48,285千円返済したことによるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末より380,068千円増加し、1,910,365千円となりました。これ

は主に四半期純利益367,530千円の計上により利益剰余金が同額増加したこと等によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向を踏まえ2023年５月11日に公表した業績予想を修正しました。詳細は、本日公表の「通期業績予想の修

正に関するお知らせ」をご覧ください。

- 3 -

株式会社フレクト(4414) 2024年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前事業年度
(2023年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,155,022 1,441,014

売掛金及び契約資産 1,224,494 1,530,734

商品 25,228 12,132

仕掛品 10,193 29,203

貯蔵品 46 63

前渡金 7,226 9,997

前払費用 147,890 155,890

その他 7,115 12,107

流動資産合計 2,577,217 3,191,143

固定資産

有形固定資産 103,216 142,519

無形固定資産 67,644 65,505

投資その他の資産 133,425 132,667

固定資産合計 304,285 340,693

資産合計 2,881,503 3,531,836

負債の部

流動負債

買掛金 369,330 367,688

１年内返済予定の長期借入金 50,580 64,380

未払金 69,690 78,822

未払費用 96,680 104,860

設備未払金 － 8,573

未払法人税等 29,142 164,822

未払消費税等 36,631 146,877

前受金 74,096 93,155

預り金 16,813 58,045

役員賞与引当金 7,282 －

受注損失引当金 17,908 －

その他 519 －

流動負債合計 768,676 1,087,226

固定負債

長期借入金 582,530 534,245

固定負債合計 582,530 534,245

負債合計 1,351,206 1,621,471

純資産の部

株主資本

資本金 692,163 698,525

資本剰余金 682,162 688,524

利益剰余金 156,058 523,589

自己株式 △87 △273

株主資本合計 1,530,297 1,910,365

純資産合計 1,530,297 1,910,365

負債純資産合計 2,881,503 3,531,836

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自2022年４月１日
　至2022年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自2023年４月１日

　至2023年12月31日)

売上高 3,778,977 4,925,074

売上原価 2,338,721 2,821,315

売上総利益 1,440,255 2,103,759

販売費及び一般管理費 1,297,273 1,561,157

営業利益 142,982 542,602

営業外収益

受取利息 6 5

助成金収入 330 330

その他 14 11

営業外収益合計 351 347

営業外費用

支払利息 2,583 4,062

雑損失 － 378

営業外費用合計 2,583 4,441

経常利益 140,749 538,507

税引前四半期純利益 140,749 538,507

法人税等 39,607 170,976

四半期純利益 101,142 367,530

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

　　（表示方法の変更）

　　（貸借対照表）

　　　前事業年度において「流動負債」の「その他」に含めていた「未払消費税等」は、金額的重要性が増したため、

　　第２四半期会計期間より区分掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度

　　の貸借対照表の組替えを行っております。

　　　なお、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」の「その他」に表示していた37,150千円は、「未払消費

税等」36,631千円、「その他」519千円として組替えております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自2022年４月１日　至2022年12月31日）

当社は、クラウドソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

当第３四半期累計期間（自2023年４月１日　至2023年12月31日）

当社は、クラウドソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。
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